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Ratnavalitika にお ける信 につ いて

櫻 井 智 浩

龍樹 の 『ラ トナー ヴ ァリー(R痂 δvα〃,以下Rπ)』 に対 す るアジタ ミ トラに よる

注釈書 『ラ トナーヴ ァリー ティーカー(Ratnavalitika,RinchenphYengba以 下RAT)』 で

の,信 に纏わ る解釈 を検 討す る.Rπ において信(sraddha;dad)の 語 は第一章第 四

偶,第 五偶 に確認 され るが,信 を 雇 の教 えの根幹 としつつ も,智 慧 との関係 を言

及 す るのみで そのものを定 義 して はいない.RATで は,こ の信 について第四偶 の

注釈 において定義 され る.

「信」は,業 果 と 〔四聖〕諦 と 〔三〕宝に対して,優 れた確信(abhisampratyaya;mngonpar

yidchespa)の 相 を持つ明浄なる心(prasadacetas;semsrabtudangpa)で あ る1)

この定義 は,『 倶舎論 』2),『唯 識三十頌 』安慧釈3)等 に見 られ る,善 の心所 の一

つ としての定義 の内容 に準 じて いる4)abhisampratyayaの 語 義 は 「確信」 「満足 」

等で あ る.既 に指摘 されて いる ように5)「業果 と 〔四聖〕諦 と 〔三〕宝」 とい う法

に対 す る 「確信」 であ り,佛 の人格 面 に対 してで はない点は注意 され るべ きで あ

ろ う.一 方,prasadaの 語 義 は 「静 まった」 「清 らか な」 等で あ り,信 の定義で は

対象 に対 して心 が確 立 して い る,と い う意 昧で ある.両 者共,原 始経典 類 に起源

を持 ち,又 信 を心 の明浄 と同義 とす る ことも,パ ー リ,有 部,唯 識 の三 系統 に共

通 で ある と指摘 されてい る6).併 し,こ の他 に願楽(abhilasa)を 含 む場 合7)が あ

り,又 どの定義 が第一義 的な ものか は論書 によって異な る8).そ の 中で,RATの 所

説 は,世 親 造漢訳 『大乗五纏 論』9)と 最 も符合 し,世 親の唯識論書 とほぼ同様 の通

仏教 的理解 の上で,R互 におけ る信 を定義 してい るlo).一 方,帰 敬偶 であ る第___.章

第 一偶 の注釈 で は,礼 拝 とい う問題 に関連 し,独 自に随信行者(sraddhanusarin;dad

pasrjessu`brangba),随 法 行者(dharmanusarin;ch・skyirjessu`brangba)と い う面 か ら

注釈 を与 える.両 者 は,解 脱 に至 る迄 を信定 慧の三種 に よ り分類 した七 聖者 に含

まれ11),信 と関連 した問題 と言 え る.先 ず,随 信行者 について説示 され る.

随信行者達は,功 徳を説 くことに先行する礼拝をなして後,「 これこそが善逝によって,

造 られたのである.」 と正に信のみによって,こ れを聞をはじめとして 〔思,修 〕に入る
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のである.(Pek.nge153a2)

こ の よ うに,随 信行者 は信 のみ に よつて聞 に入 ると定義 され る.こ の場合 の信

の 内容 は,上 述の 「業 と果 と 〔四聖〕諦 と 〔三〕宝 に対 して,優 れた確信 の行相

を持つ.」 とい う定 義 に追従す るもの と言 え る.次 に随法行者 につ いて詳説 され る.

随法行者は説示を認める者達であるが彼 らは礼拝が 〔優れた〕特徴を有することを対象 と

して,こ れを思い浮かべるのである,即 ち,他 〔の外道〕にこの特質は存在 しないから,

これこそが世間全ての灯火 〔である仏〕に礼拝することであると考える.そ の様 に理解し

た者達に非常に歓喜が生じ,而 もその様な言葉に対 して,賢 者はこれを思い浮 かべる.即

ち,も し信を備えて,更 に三 〔宝〕に帰依することを怠ることを恐れるから,外 〔道〕"に

礼拝する苦労(nga1ba)を しないならぼ,聖 龍樹は真実を御覧になることが堅固不同な信

を得た事を言 う何の必要があろうか.こ のように,こ れは外教徒の学説によつて假説 され

た法が相互に矛盾することを説明しておらず,即 ち以上のように,直 後 に 「ひたすら善い

法を説きましょう12).」と述べるであろう.そ のようであるから,ま さにこれこそが疑い

なく有情の最上の利益を得 ることに随1頂すると考える.そ れから,こ 〔の論〕を聞くこと

等 〔思 修〕に入ることになろう.觀 察に先行して,布 施を説 くと認めない彼 らも又,礼

拝に於いて功徳を説 くことを聞いて,素 晴らしい とすることに目覚めるから,伺 察(dpyod)

と聞を為すのである.(Pek.ngel53a2～153a7)

こ こで は,仏 説 の優 位性 を認 めつつ も鵜呑 みにせず,吟 味 を通 じ法 を理解 して

い く彼 ら本来 の在 り方が看取 され る.「 觀察 に先行 して,布 施 を説 くと認 めな い」

こ とか らも,信 よ り法 を 自ら吟味 し,理 解す る とい う智慧 との関わ りが優先 され

る ことが窺 え るが,1哲 の教 えは 「有情 の最上 の利益 を得 る ことに随順 す ると考 え」

「礼 拝 にお いて功徳 を説 くこ とを聞 いて」 「目覚 め る」 とい うよ うに,姐 の教 えに

よつて,礼 拝 の功徳 が法の吟味 の契機 となる ことが示 され てい る.そ れ故,随 信

行者 は信 のみ,随 法行 者 は法 の吟 味を経 た上で,聞 に入 る とい う違 い はあ るが,

随 信行者 に とつては礼拝 が そのまま信 の表明 に,随 法 行者 に とつては礼拝 の功徳

を以て伺察 と聞 の契機 となる と指摘 し,両 者共 に,ま ず礼拝 す ることの重要性 を示

してい る と言 える.そ の上 で,礼 拝 した後 の両者 の法 の受容 の相違性が示 され る.

鈍根(mrduindriya;dbangportulpo)に して劣慧(blozhanpa)で あ る言葉を問題にする

者(tshig1hurlenpa)達 で ある彼 らが,全 ての過失か ら出離することが,正 に過失より出

離することのみであると理解されるが,間 接的に発せ られた意味ではないから,彼 らは明

らかに知 るであろうか らである.ま た,利 根(tiksnaindriya;dbangPornonpo)に して,

文頭を言つただけで理解する彼らに対 しても又,同 様に説 くことになるであろう.即 ち,

ある時有のみについて(説 示を)為 すとき,全 ての過失を離れて,全 ての功徳による荘厳

411



R躍 厩 、・alitakaにお け る信 に つ い て(櫻 井) (163)

ではないことも又あるのであつて,例 えば水晶と青玉と緑玉石等が 〔原石のまま〕の如く

である.そ れ故に二つの特徴を説くのである.(Pek.ngel53b6～153b8)

この内,随 信行者は鈍根にして,劣 慧,言 葉を問題にする者,随 法行者 は利根

にして,文 頭を言つただけで理解する者である.「二つの特徴」 とは 「過失を離れ

る」「功徳を荘厳す る」 とい うことを指していると考 えられる.前 者 は随信行者,

後者 は随法行者の理解のあり方を示 し,慧 という点か ら,随 信行者を随法行者よ

り劣 つた資質のもの として見ていることは明白である.随 信行者 と随法行者を,

鈍根,利 根 という資質の問題 として分けることは 『倶舎論』 と軌を一にするもの13)

だが,随 信行者について,劣 慧,言 葉を問題 にすること,随 法行者について,文

頭を言つただけで理解することは,『倶舎論』にはない表現である.1磁 では,利

根,鈍 根 の内容を,前 者は言葉 に捕 らわれ内容を真に了解できないが,後 者 は多

言を弄さず とも法の真意を了解するという,仏 説等の語句の了解 という点か ら説

示 していると考えられる.
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